



井 上 成 信
洋ランに発生するウイルス病の中では Cymbldlum mosaicvirus(CyMV)とOdontO-
glossum ringspotvirus(ORSV)の 発J1-が 最 ‡,多く,その被害は 著しく大きい.とこ








ス病を診雌江ノ, また Morel(1960)は CymbidlTlm のJ:_長点組織蟻掛 勘こおけ るウイル
ス ･フリー棟の検定に利用している.わが国てほ 末次ら (1968)が CyMVとORSVの2
仙抗皿#]利用によるウイルス病の診断についで㌢町iしている.









材 料 と 方 法
nL泊検定に用 いる軌/上薬汁液の1六川(.ノ封/rl'触法の上狛では,#Lt全,CyMV枇病 および




えTI打砕し,棉.tl液を4爪の 力'-ゼて こして,7欄tで′:)凋あ るい心 血心分矧を行な一つて血
i一雄軒心二)肌 ､た ぐい下据 卜酷と.Ll-).
血清椀足は敵機旋止応は(SLogteren,1955)で行ない,また,これ とスライ ト法との比
棟 も行なった,微森ljB反応法は PolyvinylFormvar膜 (Chloroformに1%解析)を
･張った ン t･-レに 抗血清を 1i舶 (約 0.03ml)ずつ並べてふき,その 上に軌定柴汁酵iL(同
31i-加え,カラス陸 (ほ0,8mm)で柑 く雌抑後,滝根 ,lCl,)Jく･､ために流動 -ラフ ィンJ:･h/(.か
に流し込んで f.を醍い,約 35oCに 15-30分間保ったのt,,凝1Jき反応を肉眼判定 し, さら
にその反応終末点 を光学雌徴錦観禦で 川足 した.凝集反応の程舷はTLtJI馴 i･u定一自利～+oj4
1'(Llq?とし,さP)に掩鐘に い)十および十 ('ごく′i',IT.:の府県物)を1′粧 し,!針)二物の/i:いも
a)I:(-とした (第 1図),




心分離 (3,000rpm,lo介)を行なうて 仁清を供訳 した.一部は点洋/I)机N0.3で ろ過 し
た/〉波 を.用 いた. ウイルス粒子のJI[;了斬徴鋲観容は2% リ././jソブステン慨 (pH6.9)
･LI用 いた DN法試料 につ い て 子LJな-つた. Jl_物検完は ツルナ】Dalurastramomum.
Casstaocc子dentalz､S,Chenot)odutmamaranticolorなどを指標附物 として汁濯接種を/(了な
い,局部病班LLl硯の有無に よって 廿足した.
供試抗血清i上耽陣の CyMV抗血清 および ORSV拭血fl■Jで,共',:Lブ凍結艦燃 し,ナ 1-
7フリー -.T'- (-20DC)に拙 技したものである (Inouye.1966∴1968).そ叫ノ'Lf木佃は雛
1,2衣にJT,十ように徴凝k-)文応法ていI'jHノ〔血清 とも1:2,048倍であった, これを′日Ilft塩水
て 1.8あるいは 2(汗膳段府糾 して用いた.
実 験 結 果
1. 供試抗血清の微凝集反応法による力価検定
抗血清 と病汁液のFT桝を行ない,微凝促)1応法で陽性反応 を示すそれぞれの反応限プrL･1･
を調へた.CyMVHlf病および ORSV称病 Cymb才(ilum其の他汁液はそれぞれ 3,000rpm,
20分閑適心 し,その｣ニー請を杭順として用いた,対照 としてほ維令な Cymbidiu,m薬cT)粗ナl
液Ji/沌心 し,その l_il')fi-用いた.
(1) CyMV抗血清による反応
弟l表に′J,1 ように,病汁液叫 JL僚番組 ()(.･T･では抗血清 rl<,釈 2,048I.I;までl雄 ､が認めら
れた.同様にm71A波の2(.Lni酎rJt新釈 20.40,80,160,320,640I;'_･ではそれJどれ抗LnL(-IlA
釈 2,048.1,024,1,024,512,64,8倍 まで反応が認められた,純金菓汁液 との反応は現
われず,したがって抗血清は CyMV の九に仲端的に反応す る純度の高いものであると思
われた,･PJl芸の結梨から本抗血清を用いてCr)徴凝脚豆応法に上るTl/1ルス梢の診対師上院









淀兼の 10(.]k一希釈液では抗血h'liを約500lfuyに神耳)て川いて L,,反応の砕認が容抑 こしか い'り
定が碓7:にできると考えられた.
･')i'1Ji CyMV抗TrLf.JEニよ7J徴収昭文止.
f/-LIj;E.5,･ 抗 EAlilt.G, 桝 侶 放 刈 .IJ'1.
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上清試料にも血h守,反虹の結Li明瞭な綿 t･状の凝催物がL.ALJ.められた (第3凶 C.D).一方,
tJdit全襲汁液では,2,000rpm 遠心上音li試料に′州 tの溌L物 を生じ,また3,000rpm 遠心
卜_描調 吊こもごく少帖の沈即 勿を叶 じたが,4,000-10,000rpm通,L上清試料には凝TJ:
物を/上じなかった (第3問C.d).しかし2,000rpm3立心上溝試料の凝集物はInL描反心 こ
よるものと:より･潤 のもので あると 日促 され, また_3,000rpm 遠心上品試料の 沈澱物も
血f.I,;反応によるしのと明前轍こI-x=別てき,'Jものであった. この 3,000rpm 上清.試料には沈
淑物を/r:.じない場合とノ卜.ずる切合とが あったか･,この沈澱物は ごく少韻であり.これt.L
Cymbldium の品種や快'ji畔の温度射 出二よ-,て′r_ずるようであった.このよ･)′最 に料は





険 止 方 法 ,止 別
徴収J)TJ烹応は
スライドは
J左 心 /JI 姓 (rpm)
2,OOO 3.OOO 4,000 5,000 7.000
ORSV nit;･ l･.f 仙
椎 .!F_l■'r;- (+) (+)
? l'Tt i!Et
ORSV･1'･: ¶ト ≠ ≠ ≠ ≠




抑汁絵の 搾 油峠胤 と鮎LFfLF
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第 5蓑に示すように,嫡薬汁液の 試料で は3処理区の いずれとも,CyMV抗血清と
CyMV病汁液,ORSV 抗血清と ORSV病汁液とのr榊こ明瞭な 特典的凝集反応が 認めら
れた (第 2図,A,a;第3図A,B). 遠心上値試料では CyMV抗血清と CyMV 病汁
液,ORSV抗血清と ORSV病汁液との脚 こ凝紫反応が認められるのに対し,その他の組
合せではすべて如雄が認められず,したがって血hri反応の判定が明確にできた.しかるに
ガー七で こしただけの 粗汁液試料では, 正常血清と趣全薬汁液,CyMV痛汁披 および
ORSV病汁とのHr'Ljにいずれ も多丑の凝姓物を生じ,普/I:CyMV抗血清が ORSV病汁液
や触全薬汁液と,ORSV抗血清が CyMV病ナJ液や陛全英汁液との机合せにも多JArlの凝塊






れる.また,ろ紙 N0.1のろ液は,腔全斐汁狼の場fTには 少iri:の叔蝦を ノtじたが,病腰
汁液でlJ'源J)l体が輿Ifl:･Jの削み合せの頃合には凝lLlを′lじなかったことから,紺1液は通心
分離しなくても簡 叫こ,3雛で/)過 した,3樵を血清検定に用いてもよい結果が/('jl･られること




抗 悦 CyMVOlてSV H Cy入′LVORSV H
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ろ 過 追 心
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射 ､｢/)紙 No.1,2,3,1-i,用い,触今､CyMV柿か1k.よび ORSVW病の CymblJdlum






















(-)IC.uJt血相 土G,釈してからでも冷放佃 こlJHrL-すると,半11-以 hLTl精根定に l分,州lけ きる
ことが認められた.
打L7人 帝劇Il保仔による希献抗血清の叔此奴応櫨)｣




























































雛 9表に 示すように,Cymbidium で は血tJ-陳堤による判別が '`荘子鯛飯鏡検允や'i=.狗
検定とまったく同じ結果がfl-られ,検定に供試した120妹のうち13株か CyMV.32株が
ORSV と判定された.鹿に外観 ヒの病微がなく,醒全と,JLIJフれた75株でも9株が ORSV
と判定され,無 病敢株であっても ORSV に感触している病棟のあることが認められた
しかしそれらの株からは上記)j一紙によって CyLuVは棟rLl.されなかった.廉の摘蜘他によ
りCyMVと判別した12株はいずれの陳定法でもすへてが CyMV と判定さJL/これ その
うち の1株 か一㌧は ORSV
紺9束 CymbldiumにおけるCyMVおよび ORSVcj診 噺 も検 出 され,CyMV と
葉の才;･j掛二 恨Jji ウ イ ル ス 検 'JiI















































と ORSV との 混合感染で
あった._NecrollCrlngSpOl
症状を/IJくす株から!エCyMV
および ORSVは いずれ も
鞍山されなかった.
この ように Cymbidium
て は CyMV ま/二は ORSV
a)鵬型的TJ:JFJjFM_{｣1､日)して
いる仇は帖IJlL､/上くそJL/I
れ CyMVあるいは ORSVに感染 して お り, そのうちの CyMV の柄甑を 示す株では
ORSV と混合感染しているものが ある.典型的な病微を'T(す株以外は 病斑塾によってウ
イルスを判別することはかなり旧難であることが認められた.
(2) Cattleya系における診断
第10表に示すように,Cattleya系 で は ′.'ti了軌徴鏡軌瀬とtL:.物検査とは ま･)たく同じ
第10蓑 Calleya系にtb･けるCyMVおよびORSVの.掛噺
･15の病徴に 椀止 り ( ル ス 快 砧


































































見られな かった 保て あっ
た.瀕に症状かなく外見上
触全と.lLl.われた 15株のう
ち6株 が CyMV,2株 が
ORSVとl';促 され,無病赦
株 で あって も CyMV や
ORSVが感染しているt,の
かあることか 認められた,A-の病斑卿 こよt)Cyrl/LV と､l′u別 された 11枠は いう-/九の検定
法によってもすべ てが CyMV と判定されたが.そのう､らの 1株は ORSV との混糾L146架
であった.また ORSV と判別された 10杉いますへて ORSV と判定されたが,そのうちの
別が岬灘であった10株のうち4株が CyMV と判定され,そのうちのlfl､ほ ORSVとの
混合感染であった.










第11素に)T､す ように,いずれの検出プJ法によっても同ように各部位か ら,すなわ ち病徴
の見られなかった 部位か らもウイルスが 検出され.株全休に ウイルスの 存 在が 示唆 され
た.DN駄試料について行なったITE7-斯徽銑険鉦てほ検定部位の症状によりあるG]=.度 ウイ
ルス粒子の曲的差鬼が見 られ,退色部位に 多く,正常緑色部位に少ない傾向があったが,
血肺検定では み部位ごとに長 さ5cm ずつの楽をLJJり取 って搾汁 して調べた結果,病散が
見 られなかった部位で も血清反応による凝加がrj)-J確にできた.しか し退色部の多い部位で
は緑色部に比較 して凝雄物がやや多い愉向が見られた. この結果から感数柿物各部lt/.の抑
汁液中のウイルスのir辻的比較を徹凝簸反応法によりある程度測定できるように思われた.
節11袈 ORSV粧梢 C_ymb8d壬um の射初rJ娘,uhに部位州 こおけ7Jウイルスの検定
上柴より 検定
の 典 位 部位
招川叫IT端火允申韮-＼L
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昭如 生 物 血 nl'検 定
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るが,検定柄物の種瓢によって見 られる快足条件について い Eしく認.威してふくことかそ
の1r=-.一頼FiEをI-:.'jめる とに盛典のようである.血描抗定による浦!,i診断法とLてほ一触に f-1と
が桐埴lcスライド法や戯敏性か座れている徴凝LJI-反応法が用いられ,また検定盛汁液にJ.よ
粗汁確が しば しば供試抗原として用いられている.ランftlo)Cymbidl,a.m や Cattle_va系
の上t)ノ封1ti物ては ウイルス ･フリーの他全棄て も搾fl.したまま3)削汁液勘Ll｣†'にJ'Jl(l摘淀
に(,ui武すると,抗血清だけで1亡くILE常血清 とで t,一見血相反応と札札 止いjl-起こ丁よA-)lL
凝瑛物を生することかある.この頻脈は血･iH)よ応に よる綿毛状の凝ij!･物とは搬な り,また
同じ試料を遠心分雌した ものには,このような:瀧姓物を'Jlじ加 ､ことなどからI)'L帰帆休反
比に よる凝張物 とは火質のものであ/A,ことがわかる.しか し.これは大いに ‖1,L珍,JLJ吉点 く
原凶となるようである.このような現′釦よすへ て の 仙物に起るとい うものではないか,









液or)摘iiな作魁法としてほ肘 砕波を鹿rr=/)机 No.2号たほ N0.3で/1過 し,精査F"J化し
た,_I)液を川いると.遠心分縦のL汎料とfFl=こうに血清JiLL'Jl/JLの叔il:物をJL_L'LCい･ノ)こ.ト71




断ができれは Lf用 い大変有利である.洋ランには CyMVとORSV とC/_)鮎か悠架卜る病
杜かかな りあ F),すでに これらを同時にlJlr軒とLて(′L製LL2(LIJljL血丁出こ.[る診断か行互
i-'jLている(1三次ら,1968).本'臭験でも.別 々にri髄 LL CyMVIJ■LTr]L清と ORSVMlJ(lL
清をそ,hぞ九 rT,釈 Lた後に脱frしても,舶(T感剰招勿の.,細Iに有効であもこと7札 'LJ.めb九
-/i.またGl刺 した後項ノ■L血iILrt.い乍収佃 こ保/再-IL:上世TrHlは力仙か肱 卜せず 卜分神Hて
きることも認められた.
つきに各地から収批 した Cymbidium と Cattleya系におけるCyMVおよび ORSVの
診断では,微凝促k応は-･による血情軌'Ji,I.L-1'抑 敬錆に,亡,LIL/(,Lストl '-U･)仙禦泌ひにノ7.
'r7/J厭定を並行LてtTな い,こjlr･,:･ノ化枇 してrLl.1日‡三`･i;I)1..佃JLiとIlYr:か.j)L H細江｢C.1りH






















結梨では'延子雌敵鏡検並や4'物検定で,陰性であった Cymbldium と Cattleya系の/J計
85株は血清検定でI1,-7Lへて槙性と′fi:リ,木次ちかi'fた血情快走が優るような結‡掛よ/(-けちれ
なかった.




















判別不明とに分けて検定した.その結果,39株が CyMV.46株が ORSV と判定され,そ
のうちの9株は両ウイ/i,スの配合感淡であった,薬の病荘卿こよりCyMV または ORSV
と判別されたものは3検定法のいずれによっても正しく CyMV または ORSV と判定さ
れたが,その中には病散によって ､朋 りできなかった 他方のウイルスが混(丁感染する株も
あった.薬に症状がなく紐全と,TJ'れた Cymbldium75株のうち9株か ORSV,Cattleya




























∧ B C D
a b C d
鵠3回 ORSV 抗血丁かこよる徴収u:反止､
抗Iiく;A-.Tつ:ORSV, a～d.絶食紫汁液,
抗仰試料の作軸比 ;A,a:ガ一七でこしたIaL汁液,B,b:_L記粗
汁液をろ紙 N0.1でろ過した病汁敵,C.C:3.0()Orpm.lSirL･L､
/I)L離の上沼,D.d:10,000rpm 過し､分離のLrl'1
56'Ji>.(1977)
